









　本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 62 号（2015 年 2 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャ
ガーン』日本語訳注（2）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 53 / fol. 














バルヒー（Šāh ‘Abd al-Qādir Balh
ˇ
ī）3）は次のように言っている。あるバラートの夜（laylat al-
1）zubdat。D126; Or. 9660, fol. 29a は ZBTH，Or. 5338, fol. 28a は RTBH と記すが，ms. 3357, fol. 48a
の ZBDH(T) に従う。
2）kalān は D126; Or. 5338, fol. 28a に記されていない。ms. 3357, fol. 48b; Or. 9660, fol. 29a; Or. 9662, 
fol. 37b により補う。
3）この人名のうち，D126 は Šāh を ŠA と，D126; Or. 5338, fol. 28a; Or. 9662, fol. 37b は Qādir を





Y，Or. 9662, fol. 37b は MZH
˙
Y， Or. 5338, fol. 28a; Or. 9660, fol. 29a は
MYRZA / MRZA と表記するが，ms. 3357, fol. 48b は MR を線で抹消して同一筆跡で BLH
ˇ
Y と書い
ている。ms. 3357 に従っておく。なお，A グループの写本の Turk d. 20, fol. 45b では MRJ(?)VH
˙
 (?)Y， 
D191, fol. 53a では MRJY となっている。
－ 34 －
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スラームを知る 四つの扉』東京：ねぷうま舎，2013 年，130 頁参照。
5）bir munča。D126; Or. 5338, fol. 28b は BR FARS，Or. 9660, fol. 29a は FS
˙
L，Or. 9662, fol. 37b は
PR / BYR H
˙
AS と記すが，意味が通じない。ms. 3357, fol. 48b の BR MVNJH に従っておく。
6）du-gāna。D126 では gāna の文字が不鮮明であるので，ms. 3357, fol. 48b; Or. 5338, fol. 28b; Or. 
9660, fol. 29a による。
7）tahajjud。D126; Or. 9660, fol. 29a は TH
˙
JD，Or. 9662, fol. 38a は T‘JD と綴るが，ms. 3357, fol. 48b
の THJD による。
8）D126; Or. 5338, fol. 28b; Or. 9662, fol. 38a では bah
ˇ
t（運），Or. 9660, fol. 29a では kiši（人）となっ
ている。
9）nīm。D126 は NM と綴るが，Or. 5338, fol. 28b; Or. 9662, fol. 38a の NYM による。
10）bāqī 。D126 では bular（この者たち）と記すが，Or. 9662, fol. 38b の BAQY による。
－ 34 －
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た。しかし以前にも私は真理（神）に疑問をもっていた（Ilgäri ham walī bar- h
˙
aqq gumān qïlur 
erdim.）。今や，私の一つの信念が百となった。私は後悔と嘆願をして帰心 14）した。私の心は燭
光のように〔明るく〕開かれた。ホージャムは「この秘密を隠しておけ」と言った。私はホー
ジャムが生きている間は，誰にも漏らさなかった。今，私は説明【p. 57 / fol. 29a】している。〔こ
11）Or. 9660, fol. 30a による補足。
12）taqs
˙
īr については本書【p. 16 / fol. 8b】「日本語訳注（1）」76 頁の注 89 参照。
13）juba。D126 では判読しにくいが，Or. 9660, fol. 30b の JBH，Or. 5338, fol. 30a; Or. 9662, fol. 39b
の JVBA による。








































ādim。D126; Or. 5338, fol. 30a; Or. 9660, fol. 31a; Or. 9662, fol. 39b は H
ˇ
ADYM と綴る。
16）saqf。D126; Or. 5338, fol. 30a では ŠFQ。Or. 9660, fol. 31a の SQF による。
17）tas
˙
arruf。D126; Or. 9660, fol. 31a は TS
˙














arruf。D126; Or. 9662, fol. 40b は TS
˙









































22）『シャー・ナーマ』に登場するイランの伝説的英雄。D126 は RVSTM DASTAN，Or. 5338, fol. 31a; 
Or. 9660, fol. 31b; Or. 9662, fol. 40b は RSTM DASTAN と綴る。
23）paša。D126 は FŠH，Or. 5338, fol. 31a; Or. 9662, fol. 41a は FYŠH，Or. 9660, fol. 31b は PYŠH と
綴る。




27）Or. 9660, fol. 32a では「我々の恨みを彼らに晴らすだろう（bizniŋ intiqāmïmïznï olardïn t
˙
alab 


































28）özlärigä。 D126 は AVZRLARYKA と誤記する。Or. 5338, fol. 31b; Or. 9660, fol. 32a; Or. 9662, 
fol. 41b の AVZLARYKA に従う。
29）awwalā。D126 は AVLAD と誤記する。Or. 5338, fol. 31b; Or. 9660, fol. 32a; Or. 9662, fol. 42a の
AVLA に従う。
30）この 1 行の詩は D126 と Or. 5338, fol. 31b には欠けており，Or. 9660, fol. 32b; Or. 9662, fol. 42a に
より補う。
31）YVNAN の読みと意味を解し得ない。



























33）äy。D126 に欠けているので，Or. 5338, fol. 32a; Or. 9660, fol. 32b; Or. 9662, fol. 42b により補う。
34）D126 では DADA（dada，父）と記すが，Or. 5338, fol. 32a; Or. 9660, fol. 32b; Or. 9662, fol. 42b
の DAD（dād）に従う。
35）D126 は BVLVT と誤記するが，Or. 5338, fol. 32a; Or. 9660, fol. 32b の BVLVB， Or. 9662, fol. 42b
の BLVB によりと bolup と読む。
36）muh
ˇ






















































年 7 月 24 日閲覧。
43）D126 は ABWAY と綴るが，Or. 9660, fol. 33a; Or. 9662, fol. 43a の ABWAB（abwāb）に従う。
44）「そして彼に」から「諸門に入る」までの文章の読解にはさらなる検討の余地がある。
45）「種々の」（türlük）は Or. 9660, fol. 33b; Or. 9662, fol. 43b による補足である。
－ 40 －
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46）šahzāda-i kaunainlar。D126 と Or. 5338, fol. 33a は šahzāda-i kaunain と記すが，Or. 9660, fol. 33b
に従う。A グループの写本の Turk d. 20, fol. 59a; D191, fol. 67b; ms. 3357, fol. 75a によると，イマー
ム・ハサンとイマーム・フサインのことである。
47）ウマイヤ朝第 2 代のカリフで，680 年アリーの子フサインをカルバラーで殺害した。シーア派にとっ
てヤズィードは憎んで余りある仇敵である。羽田正「ヤズィード」大塚和夫ほか編『岩波イスラーム辞典』
1015 頁参照。
48）A グループの写本の Turk d. 20, fol. 59b; D191, fol. 68a; ms. 3357, fol. 75b では「七年目または八年
目に」となっている。
49）fīmā fīh wuqū‘ġa keldi。D126 は wuqū‘a keldi と記すが，Or. 5338, fol. 33a; Or. 9660, fol. 33b; Or. 
9662, fol. 43b に従う。なお，fīmā fīh の意味を十分に解し得ない。
50）ホージャ・ダーニヤールの三番目の息子である（本書【p. 51 / fol. 26a】「日本語訳注（2）」116 頁）。




















ir。D126; Or. 5338, fol. 33b; Or. 9660, fol. 34a; Or. 9662, fol. 44a は KAHŠ ではなく，
KAHYŠ（kāhīš）と綴る。ペルシア語の kāhiš は「減少，削減」という意味であるが，ヤーリング氏
の東トルコ語方言辞典では，kahiš に indignation の意味を与えている（Gunnar Jarring, An Eastern 
Turki-English Dialect Dictionary, Lund, 1964, p. 163）。
－ 42 －
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55）本書【p. 4 / fol. 2b】「日本語訳注（1）」63 頁の序文で称賛されている人物である。ハディーは 1760
年にヤルカンドのハーキム・ベグに任ぜられ，その官職のまま 1778 年に病没している（澤田稔「『タズ
キラ・イ・ホージャガーン』研究についての覚書」『帝塚山学院短期大学研究年報』第 39 号，1991 年，
11 頁）。
56）AYLAM と綴られている。ヌールマノヴァ氏の読み（Aylam）に従う（Aytjan Nurmanova, 
Qazaqstan Tarikhï Turalï Türkí Derektemelerï IV tom. Mŭkhammed-Sadïq Qashghari, Tazkira-yi 
‘azizan, Almatï: Dayk-Press, 2006, p. 132）。ayla には elder sister, old woman の意味があり，それに
一人称所有接尾辞の m が付けられたものであろう（Gunnar Jarring, An Eastern Turki-English Dialect 
Dictionary, p. 16 参照）。
57）D126; Or. 5338, fol. 34a; Or. 9660, fol. 34b は YARKNDH と綴るが，Or. 9662, fol. 44b の綴り
（YARKNDDH）により Yārkandda と読む。

































の息子である。本書【p. 47 / fol. 24a】「日本語訳注（2）」111 頁の注 137 参照。
60）Or. 9660, fol. 34b により nečä šahzādalar nečä tan を補う。
















am を šaŋ と呼ぶという（Taarikh-i Emenie. Istoriya vladetelei Kashgarii, Sochinenie 
Mully Musy, ben Mulla Aisa Saiamtsa, Izdannaya N. N. Pantusovym, Kazan, 1905, p. 55）。V. V. 
Bartol’d, “Retsenziya na knigu: Taarikh-i Emenie. Istoriya vladetelei Kashgarii (1905), ” Sochineniya, 
Tom 8, Moskva: Nauka, 1973, pp. 216, 218，佐口透『18 － 19 世紀 東トルキスタン社会史研究』東京：
吉川弘文館，1963 年，112 頁，堀直「清代回疆の貨幣制度――普爾鋳造制について――」『中嶋敏先生
古稀記念論集（上巻）』東京：汲古書店，1980 年，583 頁も参照。
63）D126; Or. 9660, fol. 35a では BVYDASYNY，Or. 9662, fol. 45a では BVYDHSYNY，Or. 5338, 
fol. 34b では BVRHSYNY と綴られている。SYNY は sïnï / sini（三人称所有格接尾辞と対格語尾）で
あろう。BVYDA，BVYDH，BVRH の読みと意味を解し得ない。なお，A グループ写本の Turk d. 
20, fol. 62a; D191, fol. 71a; ms. 3357, fol. 80a では「手綱を（‘inānïnï）」となっている。
64）A グループ写本の D191, fol. 71a; ms. 3357, fol. 80a は「イーシャーン猊下ホージャ・イスハーク・
ワリー＜彼の秘奥が神聖になりますように＞のマザール（mazārat）に預けて（amānatan）埋葬した」




65）uluġ aš yed būy qïlïp。yed の箇所を D126 は AYD と綴るが，Or. 5338, fol. 34b; Or. 9660, fol. 35a; 
Or. 9662, fol. 45a の綴り（YD）による。なお，yed の読みと意味（a perfume, a pleasant smell）は
Robert Barkley Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and 
Yarkand), Part 2: Vocabulary, Turki-English, Culcutta, 1880, p. 199 によった。
－ 44 －
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amarātïnï。後者の語を D126 は S
ˉ






l-i dāstān išitmäk keräk。Or. 9660, fol. 35a による補足。




RMT LYK と綴るが，Or. 9660, fol. 35a; Cf. Or. 5338, fol. 35a; Cf. Or. 9662, fol. 45a によ
り，jur’atlik と読む。
70）D126 は Šams Dīn とするが，Or. 5338, fol. 35a; Or. 9660, fol. 35a による。










72）D126; Or. 5338, fol. 35a では qad
˙
ā-yi wāqi‘a bolup，Or. 9660, fol. 35a では qad
˙
ā-yi āsmānī wāqi‘ 























拠点，2008 年，166 頁および注 368 参照）
74）D126 は TNKLŠAY，Or. 9660, fol. 35a は TNKLŠYKAY と綴るが，Or. 5338, fol. 35b の TNKLŠKAY
により täŋläškäy と読む。












ラシーディー』テュルク語訳附編の研究』162 頁および注 340 参照）。
77）清朝史料に見える「霍集斯伯克」に当たり，その父でトルファン頭目の阿済斯和卓は 1720（康煕 59）
年に清軍がトルファンに進軍した際，ジューンガルに身を投じて最終的にウシュ〔ウチュ，ウシュ・ト
ルファン〕に移住した（佐口透『18-19 世紀 東トルキスタン社会史研究』28-30, 59 頁）。ホージャ・ス
ィール・ベグ（Khwāja Sīr Beg）とも表記される（ジャリロフ・アマンベクほか『『ターリーヒ・ラシー
ディー』テュルク語訳附編の研究』166 頁および注 367 参照）。
－ 46 －
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を敵の額に描いていたほどであった。あらゆる背教者は，この方に【p. 67 / fol. 34a】対立する
ならば，正しい言葉より他の言葉を思い出せないでいた。あらゆる悪い裏切り〔者〕は，この
方に関して裏切り・欺瞞をなせば，自らの根本 83）の絆を切っていた。あらゆる方策がこの方か
78）D126 は KFK，Or. 5338, fol. 35b は KPK，Or. 9660, fol. 35b は KFK，Or. 9662, fol. 46a は KFK と
綴る。Joseph Fletcher は Khwush Kipäk (Good Bran) と表記する（Joseph Fletcher, “The biography of 
Khwush Kipäk Beg (d. 1781) in the Wai-fan Meng-ku Hui-pu wang kung piao chuan,” Acta Orientalia 
Akademiae Scientiarum Hungaricae, 36, Budapest, 1982, p. 168 (Joseph F. Fletcher, Studies on 
Chinese and Islamic Inner Asia, Great Britain: Variorum, 1995 に再録 )。清朝史料の「和什克」または「霍
什克伯克」は『タズキラ・イ・ホージャガーン』に見える Khosh Kipek Bek〔フシュ・キフェク・ベグ〕
に当たると解され，『欽定外藩蒙古回部王公表伝』巻 117，輔国公和什克列伝によると，和什克はホタ
ン人である（佐口透『18-19 世紀 東トルキスタン社会史研究』58 頁）。
79）この段落の内容は諸写本間で微妙に異なるので，その原文を以下に示す。
D126: Ammā bu waqtlarda Yārkandgä ‘Awaz (sic) Beg, H
ˇ
ōtandïn Ġāzī Begni h
˙
ākim qïlġan erdi. 
H
ˇ
ōtangä Ġāzī Begniŋ oġlï ‘Umar Beg h
˙
ākim idi. Aqsūġa ‘Abd al-Wahhāb Beg, Učġa H
ˇ
ōja Sī Beg, 
Kāšqargä H
ˇ
wuš Kifäk Beg h
˙
ākim idilär. 




otangä Ġāzī Begning oġlï ‘Umar 
Beg h
˙
ākim idi. Aqsūġa ‘Abd al-Wahhāb Beg, Učġa H
ˇ
wāja Sī Beg, Kāšqargä H
ˇ









ākim qïlġan idilär. H
ˇ
ōtangä Ġazī (sic) Begning oġlï ‘Umar Beg h
˙
ākim idi. Aqsūġa ‘Abd (sic) 
Wahhāb Beg h
˙
ākim idi. Učġa H
ˇ
wāja Sī Beg h
˙
ākim idi. Kāšqarġa H
ˇ
wuš Kifäk Beg h
˙
ākim idilär. 













otandin Niyāz Begni alïp kelip, h
˙
ākim qïlġan erdi. H
ˇ
otangä Ġāzī Begning oġlï ‘Umar Beg, Aqsūġa 
‘Abd (sic) Wahhāf (sic) Beg, Ušġa H
ˇ
ōja Sī Beg, Kāšqargä H
ˇ
wuš Kifäk Beg h
˙
ākim idilär.
　　この Or. 9660 と Or. 9662 の原文からヤルカンドのハーキムであったアワズ・ベグが亡くなっている
ことが分かる。なお，Or. 9662 の原文ではニヤーズ・ベグをヤルカンドのハーキムにしたことになって
いるが，A グループ写本の Turk d. 20, fol.75a ; D191, fol. 85b; Cf. ms. 3357, fol. 102b によると，ヤ
ルカンドのハーキムはガーズィー・ベグで，ニヤーズ・ベグはイシク・アガである。
80）jur’at。D126; Or. 5338, fol. 35b は JR‘T と綴るが，Or. 9660, fol. 36a; Or. 9662, fol. 46a の JR’T に
よる。
81）dušman。D126; Or. 5338, fol. 35b; Or. 9660, fol. 36a; Or. 9662, fol. 46a は DVŠMN と綴る。






と綴っているように見えるが，Or. 5338, fol. 35b; Or. 9662, fol. 46a による。
－ 46 －
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84）fīmā fīh muttafaq ilayh kelür idi。文意は明らかではない。








88）Islām ačsam。D126 は Islām Islām ačsam と書くが，Or. 5338, fol. 36b; Or. 9660, fol. 37a による。
89）A グループの写本（Turk d. 20, fol. 64a; D191, fol. 73b; ms. 3358, fol. 84a）では「六か月」（altä 
ay）。
90）Ušbu ‘adad ičrä fīmā fīh kāfir idi。fīmā fīh を「きっちりと」と訳したが，仮の語釈である。
－ 48 －
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スフ・【p. 71 / fol. 36a】ホージャム・パーディシャー猊下は非常に喜び，その大望と勇気が増
した。
94）Or. 9660, fol. 37b; Or. 9662, fol. 47b によると，エルケ・ホージャムはホージャ・ブルハーン・アッ
ディーン・ホージャム（H
ˇ
wāja Burhān al-Dīn H
ˇ
wājam）の別名である。
95）D126 の欄外書き込み，Or. 5338, fol. 37a; Or. 9660, fol. 37b; Or. 9662, fol. 47b-48a による補遺。
96）Or. 5338, fol. 37a; Or. 9660, fol. 37b; Or. 9662, fol. 48a による補遺。
97）Or. 9662, fol. 48a により waqt を補う。
－ 50 －
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99）Or. 5338, fol. 38a; Or. 9660, fol. 38b により yürüp を補う。
100）D126; Or. 9660, fol. 39a では BVLJAQ qïlïp durlar と記すが，Or. 5338, fol. 38b では「相談して
いる（mašvarat qïlïp durlar）」，Or. 9662, fol. 49b では「約束している（va‘da qïlïp durlar）」となっ
ている。BVLJAQ（buljáq）には “a rendezvous, a station for troops” の語義がある（Robert Barkley 
Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 
2: Vocabulary, Turki-English, Culcutta, 1880, p. 52）けれども，後述の本書【p. 81 / fol. 41a】に出て
くる BVLJAQ qïlïp の用例も勘案して「約束している」と訳す。
101）törä ‘ilājnï qïlïp。Or. 9660, fol. 39a; Cf. Or. 9662, fol. 49b による補足。
102）bī-‘ilāj。D126 では‘ilāj の綴りが不確かである。Or. 5338, fol. 38b; Or. 9660, fol. 39a; Or. 9662, 
fol. 49b による。
103）Or. 5338, fol. 38b; Or. 9660, fol. 39a; Cf. Or. 9662, fol. 49b の wa al-salām による補足。
104）Or. 5338, fol. 38b; Or. 9660, fol. 39a の siz による補足。


































106）D126 では「アクスに（Aqsūġa）」と記すが，Or. 5338, fol. 39a; Or. 9660, fol. 39b の šahrgä による。
107）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 67b では「千に近い（miŋġa yaqïn）」と記す。ただし，D191, fol. 
77b; ms. 3358, fol. 89b では「三千に近い（üč miŋġa yavuqraq）」となっている。
108）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 67b では「四百（tört yüz）」と記すが，D191, fol. 77b; ms. 3358, 
fol. 89b では「五百（beš yüz）」となっている。
















ājī ‘Abd Allāhġa kitābat 
fütütüp ravāna äylädilär）」と記す（Cf. Turk d. 20, fol. 67b; ms. 3358, fol. 89b-90a）。なお，カシュガ
リアにおいてカーディー（裁判官）長（chief Qazi）はアーラム（a‘lam）の称号で知られるという（E. 




ī ākhūnd）とムフティー（muftī）がいた（Joseph Fletcher, “Ch’ing 
Inner Asia c. 1800, ” John K. Fairbank (ed.), The Cambridge History of China, vol. 10, part 1, 
Cambridge University Press, 1978, p. 79）。
－ 52 －
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Pass）のことである（Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden und 
die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” Der Islamische Orient. Berichte und Forschungen, Pts. 6-10, 
Berlin: Wolf Peiser Verlag, 1905, p. 234, footnote 2）。
111）D126 は H
ˇ








īr については本書【p. 16 / fol. 8b】「日本語訳注（1）」76 頁の注 89 参照。












ī ) は，シーア派に対して侮蔑的な呼び名としてスンナ派によって使われる（Gunnar 
Jarring, An Eastern Turki-English Dialect Dictionary, p. 257）。
115）D126 では「素早く（čust čālāk）」の直前に JHT と綴っているが，J(Č)ST と書こうとして誤ったの
であろう。









bilä bildilär ki bu rāfiz
˙
ī (sic) beg töräniŋ qašïġa barïp bir fitna fasād išni tüzätürdilär. Dar h
˙
āl özlärini 
kečä kündüzläp čust čālāk Aqsūġa özlärini (sic) aldïlar. Aqsūda bir kün turup andïn yürüp üč kečä 
kündüz tïnmay törtünči künidä Kāšqarġa yettilär.）」と記す（Cf. Or. 9662, fol. 51a）。
117）ファイザーバードはカシュガル城市の東方およそ 67km に位置する町（本書【p. 32 / fol. 16b】「日
本語訳注（2）」94 頁の注 23 参照）。
118）ユースフ・ホージャムの長男（本書【p. 69 / fol. 35a】）。
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シャー聖域について」『内陸アジア史研究』第 14 号，1999 年，100 頁（Sawada Minoru, “The System 
of Ordam-Padishâh (The Oasis of Yangi Hisar), ” Journal of the History of Sufism, vol. 3 (2001-2002), 
p. 101）参照。Aurel Stein, Innermost Asia, vol. 4, Maps, Oxford: Clarendon Press, 1928, Serial No. 5
の地図に記載されている。
120）ŠBR と綴られているが，読みと意味を解し得ない。
121）D126 では i‘zāz ikrām（敬意）とのみ記すが，Or. 5338, fol. 40a; Or. 9660, fol. 40b の i‘zāz ikrām 
birlän / birlä による。
122）D126 は H
ˇ
VSY と綴るが，Or. 9660, fol. 40b; Or. 9662, fol. 51b の H
ˇ




123）ジューンガル（カルマク）の君主ダワチ（在位 1753-55 年）。D126 は DBAJY，Or. 5338, fol. 40a
は DABAJY，Or. 9660, fol. 40b は DBANJY と綴る。Or. 9662, fol. 51b はガルダン・チェリンと記す。
124）hīč sūdī yoq。D126 に yoq は記されておらず，Or. 5338, fol. 40a; cf. Or. 9660, fol. 41a により補う。
125）D126; cf. Or. 5338, fol. 40b; Or. 9660, fol. 41a では DANJYN JYSNG，Or. 9662, fol. 51b では
DANJVN JYSNG と綴る。なお，A グループ写本の当該個所（Turk d. 20, fol. 68b; D191, fol. 78b; 



























126）綴りは KMH。ファイザーバードの西方約 18km に位置する村。Aurel Stein, Innermost Asia, vol. 4, 
Maps, Serial No. 5 の地図では Kima と表記するが，『中華人民共和国新疆維吾爾自治区地図集』ウイグ
ル語版，1966 年，138-139 頁の地図の表記に従う。
127）D126; Or. 5338, fol. 40b は M‘YVS と綴るが，Or. 9660, fol. 41a の MA’YVS により ma’yūs と読む。
128）アクスのハーキムであるアブド・アルワッハーブ・ベグ（‘Abd al-Wahhāb Beg）（本書【p. 66 / fol. 
33b】参照）であろう。
129）D126 は BARVRLYK と綴るが，Or. 5338, fol. 40b の yārī -sāzlïq，Or. 9660, fol. 41a の yār yārvarlik，
Or. 9662, fol. 52a の yārvarlik による。
130）D126; Or. 9660, fol. 41b は R‘AYH (ri‘āya)，Or. 5338, fol. 40b は R‘AYT (ri‘āyat) と記すが，Or. 
9662, fol. 52a の R‘YH (ra‘īya) による。
131）D126; Or. 9662, fol. 52b では KM KAS，Or. 9660, fol. 41b では KAM KVS，Or. 5338, fol. 41a で
は KM KVS と綴られている。kās，kūs は「大太鼓」の意味であるが，KM / KAM の読みと意味は不
明である。
132）safīl vä sar-kūflarï。D126 は safīl を SĠYL と誤記しているが，Or. 9660, fol. 41b の SFYL による。
sar-kūf は “citadel” の意味がある sar-kūb の訛りとみなす。
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続け，国事（yurt iši）は統率されなくなっていた 135）。彼にはグラーム・ビヤー（Ġulām Biyā）136）
という姉（egäči）がいた。彼女はネメク・ジルガル（Nemäkū Jirġāl）137）というカルマクと【p. 

















136）D126; Or. 5338, fol. 41b; Or. 9660, fol. 42a は ĠLAM BYA，Or. 9662, fol. 52b は ĠVLAM BYA
と綴る。ただし，D126, p. 77 / fol. 39a では ĠVLAM BYA とも綴る。グラーム・ビヤーは清朝史料の
伝えるオラン・バヤル（卾蘭巴雅爾）に当たろう（若松寛「ジュンガル汗位継承の一経緯」654 頁参照）。
137）D126; Or. 5338, fol. 41b; Or. 9660, fol. 42a では NMKV JRĠAL，Or. 9662, fol. 52b では NMKV 
JYRĠAL と綴られている。ただし，D126, p. 77 / fol. 39a では NMKV ČRĠAL とも綴る。小沼孝博




139）D126; Or. 9660, fol. 42a; Or. 9662, fol. 53a では JFAN と綴られているが，モンゴル語の čaγan（「白
い」）の意味と解し，JĠAN の誤記とみなす。なお，ダワチの采邑であった察罕呼濟爾 Čaγan quJˇir は，
だいたい今日のタルバガタイの南，ウリヤスタイ河の上流付近に相当するという（若松寛「ジュンガル
汗位継承の一経緯」657 頁）。su はテュルク語で “water, river”，quJˇir はモンゴル語で “salt marsh” の
意味があるので，Čaġān Sū と Čaγan quJˇir は同一地を指すのかもしれない。
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140）D126; Or. 9660, fol. 42a; Or. 9662, fol. 53a では KVJAR，Or. 5338, fol. 41b では KVČA と綴られ
ている。タリム盆地北辺の都市クチャ（Kucha）は Kuchar とも表記される（Gunnar Jarring, Central 
Asian Turkic Place-Names – Lop Nor and Tarim Area (The Sino-Swedish Expedition, Publication 56, 
VIII. Ethnography, 11), Stockholm: The Sven Hedin Foundation, 1997, p. 267 参照）。ショー氏の英
訳の脚注では「彼を通り（streets）に追いやり，彼はそこで死んだ」と訳されている（Robert Barkley 







ādiq Kashghari,” edited with introduction and notes by N. Elias, Supplement to the 
Journal of the Asiatic Society of Bengal, Vol. 66, Part 1, 1897, p. 49, footnote 38）。これは KVČA の
綴りを köčä (street) と読んだのであろう。なお，『平定準噶爾方略』前編，巻 52，乾隆 15 年 9 月辛酉
の条によると，ツェワン・ドルジ・ナムジャル〔アジャン〕はアクスに監禁された（若松寛「ジュンガ
ル汗位継承の一経緯」655-656 頁参照）。
141）ミューラー（G. F. Müller）によると，アジャン・ハンは 1750 年夏，ラマ・ダルジャを殺そうとして，
かえって失敗し，盲目にされ追放されたといい，ワリハーノフ（Ch. Ch. Valikhanov）によると，ラマ・
ダルジャは 1750 年 5 月 24 日に弟を盲目にしてホンタイジになり，同年 10 月 12 日にラマ・エルデニ・
バートル・ホンタイジの名を受けたという（若松寛「ジュンガル汗位継承の一経緯」655-656, 657 頁）。
142）綴りは ‘MYL。タルバガタイのエミル河を指していよう。




遊牧帝国』東京：講談社，1995 年，165 頁と 227 頁の系図および 227-229 頁参照）。
145）D126 は AVRTVĠ，Or. 9662, fol. 53a は AVRĠ と綴るが，Or. 9660, fol. 42b の AVRVĠ による。
Or. 5338, fol. 42a は AVTAĠ と綴るが，otaġ（大天幕）と読めるので，意味は通じる。
146）ダワチとアムルサナーらは 1752 年 11 月 27 日，イリおいてラマ・ダルジャを殺害し，ダワチが汗位
についた（若松寛「ジュンガル汗位継承の一経緯」663 頁）。
147）Or. 9662, fol. 53b は「五」とするが誤記であろう。
148）D126; Or. 9662, fol. 53b は BRJYN と綴るが，Or. 5338, fol. 42a; Or. 9660, fol. 42b の BJYN による。
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『タズキラ・イ・ホージャガーン』日本語訳注（3）
た 149）。【p. 78 / fol. 39b】ハーンはアムルサナーによき恩寵をもって客もてなしをして，千の兵








149）乾隆 19（1754）年 7 月，アムルサナーは五千の兵，婦女子，その他あわせて二万人を率いて清朝に
降ったという（『清高宗実録』巻 469，乾隆 19 年 7 月丁酉，7 月庚子の条）（森川哲雄「『四オイラト史記』
に見られるアムルサナーの事蹟」森三樹三郎博士頌寿記念事業会編『森三樹三郎博士頌寿記念東洋学論
集』京都：朋友書店，1979 年，876-879，885 頁，小沼孝博『清と中央アジア草原』48 頁参照）。
150）D126 は JVLANK と綴るが，Or. 5338, fol. 42a; Or. 9660, fol. 42b; Or. 9662, fol. 53b の JVNK に
よる。
151）Sārūn は左領（zuo-ling）を写したものか，あるいは人名であろうか。Jāŋ Jūŋ は将軍（jiang-jun）







ādiq Kashghari,” p. 49, footnote 38 参照）。
152）D126 は QARŠYB と綴るが，Or. 5338, fol. 42a; Or. 9660, fol. 42b; Or. 9662, fol. 53b の QATYB 
(qatïp) による。






154）nāzuk。D126; Or. 5338, fol. 42a; Or. 9660, fol. 42b; Or. 9662, fol. 53b は NAZVK と綴る。

